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[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

文化財の保護及び保存活用のため、今後も同様の規模で実施していく。
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価
の
視
点

評価 評価の理由

行政が文化財保護事業を行うことにより、文化財の滅失を防ぎ、その適切な保存と活用を図ることで後世に
引き継ぐことができる。

維持

評
価
結
果

事業は良好に進捗しており、引き続き区内文化財の保護、保存活用をすすめる。

3 現在、文化財講座の開催、調査報告書や冊子の刊行、ホームページ等様々な手段により文化財の普及に努
めており、適切に行われている。
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行政計画

昭和

生涯学習課

42

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

① 文化の検証と保存、活用 [17]

法令（義務）

なし

（１）文化の継承と発展

あり 文化財保護

文化財保護法

文化財調査　

132150 193

6

２５年度

117

7

　

文化財を後世に継承するために調査を行い、文化財の保護、保存活用を図り、文化遺産に対する区民の保護意識と郷土愛
を高める。

件文化財調査数

文化財講座の実施

人

6

6

7

6

6

7

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

35,730

185

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

区民文化の発展、郷土文化の振興のため文化財の保護、保存、活用を図り、総合的に事業を実施する。
①文化財調査②区民文化財台帳への登載・指定③文化財普及ＰＲ　（史跡説明板設置、文化財地図作成、ホームページ掲
載）④文化財調査報告書、冊子の作成、頒布⑤文化財講座の実施⑥文化財資料収集⑦国・都指定登録文化財等の申請⑧
重要文化財等の修理届等の進達事務⑨埋蔵文化財展示　等

件

Ⅰ-３．文化が息づく豊かな生活の創出

 [施　　策]

区民等全般

回

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

7

8

5

7

37,289 38,588

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

188

1,755

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

文化財調査をはじめとする専門的な事務事業は、文化財保護調査員と文化財保護審議会委員により効率的
に行っている。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 36,404

130

1,818 2,728

35,287

埋蔵文化財遺物の保管場所の移設作業をすすめている。平成２６年度予算において「文化財保護」と「埋蔵文化財ウ
イーク」を統合した。

目的達成度 4

必要性

31,657

5,339 6,043

1,156

23,197 23,877

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

台東区文化財台帳登載・指定数

文化財講座参加者数

指標の名称

30,794

888

38,347

　決算額　　(単位：千円) 24,846

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

30,297

6,988

1,062


